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社員数：55名
（パート5名、アルバイト2名）
R5年1月現在

売上高：760百万円
R3年6月期

東日本機電開発（株）の紹介



環境事業

機電事業 開発
ILC関連

超伝導加速空洞
縦型電解研磨装置開発

上下水道設備/プラント向け

受変電盤・配電盤
制御盤・監視システム
設計・製造・販売

特殊有機肥料
製造・販売

イチゴ高設栽培ベンチ
設計・施工・販売

Green-ILC関連
ハスクレイによる低温排熱エネルギーの
利活用（１００℃以下）

出典：KEK

出典：CEAサクレ－研究所
（フランス）

新たな仕事づくり

農業関連事業

東日本機電開発（株）の紹介



東日本機電開発（株）の紹介



新たな価値（仕事）づくり

社会的共通資本の
充実

水、空気、食料、
エネルギー

『エネルギーシフト』



地域未利用熱エネルギー循環モデル

出典：岩手県HPより

岩手県の排熱施設
（半径40kmのブロック）

ハスクレイ
小型容器試作品

ハスクレイ造粒品



地域熱エネルギー循環モデル

二戸市 26,138人、 11,840世帯 二戸市 30万円×11,840世帯＝35.5億円 二戸市 民生支出×2＝71億円

二戸市 Total ＝ 106.5億円 二戸市外流出 ＝ 74.55億円



地域熱エネルギー循環モデル

二戸市 26,138人、 11,840世帯 二戸市 30万円×11,840世帯＝35.5億円 二戸市 民生支出×2＝71億円

二戸市 Total ＝ 106.5億円 二戸市外流出 ＝ 74.55億円

154億円が域外流出



9

平成29年1月
株式会社タミー 設立

4月 少人数私募債実施
4月 盛岡発電設備
11月 陸前高田発電設備

地域熱エネルギー循環モデル
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7億kWh
最終的に 60℃の低温熱

地域熱エネルギー循環モデル
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岩手大学を中心とした
スター型共同研究体制
2019年 東北電力out
同年 岩手県IN

地域熱エネルギー循環モデル



蓄熱材 温度範囲 蓄熱量(kJ/L)

ハスクレイ 40 ℃以上 567

改質ゼオライト 80 ℃以上 439

各種蓄熱材の性能

ハスクレイ外観
出典：産総研

特徴
〇低温熱の回収 〇何度も蓄熱・放熱できる
〇熱エネルギーを安全に長期保存可能

ハスクレイとは

大規模実証試験
出典：高砂熱学工業

小規模分散している需給をネットワーク化し
多くの人が利用できるシステム構築を目指す

非晶質アルミニウムケイ酸塩と低結晶性粘土との複合体
(NMRにてアロフェンやイモゴライトと同じ構造を有する)
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細孔構造

水
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水蒸気
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放熱(水分子の吸着反応)

蓄熱(水分子の脱着反応)

水分子脱着

水

水

水分子吸着

排熱
50～100℃

熱

ハスクレイとは

乾燥・高温空気
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地域熱エネルギー循環モデル

ハスクレイの微細構造を
放射光施設を利用して把握する

当社だけではできない！専門家との連携の力！

令和3年度仙台市既存放射光施設活用事例創出事業
（トライアルユース）

令和4年度のトライアルユース事業にも採択されました

共同研究体制



実証試験-概要-（2020年12月～2022年3月）

蓄熱工程：温泉 放熱工程：イチゴハウス

温泉水の熱を活用し

ハスクレイを蓄熱(乾燥)させる
図：蓄熱装置

図：蓄熱施設全景

右図：放熱装置

図：イチゴハウス

ハスクレイを放熱させ
夜間の暖房に活用

蓄熱後 配送

放熱後 回収
再び蓄熱

内部



フィールド実証試験場所：全体図

つなぎ温泉：蓄熱
新瑞光の湯

高橋農園：放熱
イチゴハウス

蓄熱-放熱場所間：約12km/車で20分

Google MAPより



実証試験-蓄熱施設-

既設
貯湯槽
30㎥バイナリー

発電設備

HAS HAS

P

ハスクレイ蓄熱ハウス
蓄熱施設 模式図

• つなぎ温泉：新瑞光の湯
• バイナリー発電後の温泉水を使用（約60℃)
• 貯湯槽から熱交換し、ファンコイルユニットによりハスクレ
イに蓄熱する

• 1回当たり10個の小型ケースを蓄熱する

図：蓄熱装置 開口状態• 放熱で吸収した水分約10kgを平均12時間で乾燥させられる

ファン
コイル
ユニット



実証試験-放熱施設-
 盛岡市内の農家、54坪ビニールハウス

 イチゴの高設栽培(局所加温方式)

 加温設備：メイン＝薪ストーブ/ゴロン太 23kW（23時前後に稼働）

補助＝ネポン空気加温器(22kW、8℃以下で稼働）

 ハスクレイで夜間～日の出前後を加温し、空気加温器の

灯油使用量を削減することを目的とする

上図 放熱装置

1回当たり小型ケース8個放熱。
ケース下部より水蒸気を供給し、ハスクレイに吸着させることで
装置上部から熱を放出する
ハウス内温度10.5℃以下で運転開始、15℃で停止
灯油式空気加温機は8℃以下で運転、10℃で停止

2021-2022年実証試験（加温期間１５３日）
• 1日平均で灯油4.2L削減した
• 年間合計で灯油643Lを削減できた（CO2排出量▲1.6t-CO2/年）

• 放熱性能を向上することで、さらに灯油使用量を削減できる



熱エネルギー
マネジメント会社

ILC冷却設備
運転排熱

廃熱施設
50～100℃

ケース配送

ハスクレイを利用した
地域熱循環モデル

蓄熱

放熱

ケース
集積
管理

熱販売

未利用熱
有効活用

灯油
使用量削減

雇用
創出

吸着材ハスクレイを利用した、小型ケースによる熱のオフライン
循環ビジネス ～地域熱エネルギー循環モデル～

ハスクレイ
小型容器（10L）

熱需要施設
施設園芸農家等



震災対応資金流入
約1.5兆円が域外流出



ご清聴ありがとうございました



以下は時間に余裕があれば
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特許第4900735号 岩手県
「高設栽培装置及びこれを用いた高設栽培方法」
実用新案登録第3177622号 東日本機電開発株式会社
「高設栽培用支持スタンド及び高設栽培装置」

【特 徴】
培地：県内杉の粉砕バークを使用
給水：ボールタップ式底面給水による栽培

（無人給水）
廃液：液肥点滴ではないため液肥、廃液設備不要

きっかけは、INS土づくり研究会

いちご高設栽培・局所加温システム
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栽培システムは良いが、暖房用の燃料代が高くてあわない…

H.25（2013）年～
食料生産地域再生のための先端技術展開事業
（岩手県、県内企業３社）

いちご高設栽培・局所加温システム
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もみ殻ボイラー導入の狙い
 冬季、自社工場の床面約４００㎡を灯油式ボイラーで床暖房し
ていた（年間平均11,000L使用）

 地域内のコメ農家さんで廃棄物となっていたもみ殻を回収し、
床暖房に使用
（年間約5,000L削減@2022年）⇐▲12.5t-CO2/年

 もみ殻ボイラー燃焼後に出る「くん炭」を農家さんに戻し、圃場
で土壌改良剤として活用

 ススは圃場の雪消しとして使用してもらっている
 廃棄物は殆どゼロ

地域の水稲農
家さん

工場床暖房用で
燃焼

廃棄物
もみ殻

土壌改良剤
くん炭

無償
引取

無償
配達

「もみ殻」ボイラーによる地域資源循環システム
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燻炭完成

近隣地域の農家さんが処理に
困っている「もみ殻」を燃料に

燃焼室に一握りのもみ殻を連続投入
してゆっくり燃焼させる
（400℃～700℃程度）

温水50℃設定で1.5㎥/日使用
田圃にして1反（300坪）強
我社で年間220反から315反

燻炭 260L～350L/日 生成される
我社で年間 40,000L～63,000L生成

「もみ殻」ボイラーによる地域資源循環システム


